
 

第 63 回 桑名市新型コロナウイルス感染症対策本部会議を開催しました 

 

日時 令和４年９月６日（火） 午後４時20分から午後4時40分 

 

会議概要 

〇新型コロナウイルス感染症の県内発生状況等について 

（事務局） 

・新規感染者のピークは全国でも三重県・市でも８月中旬頃であった、その後減少傾向にな

っているがまだまだ楽観視はできない。 

・桑名市の自宅療養者は８月 20日以降、減少してきている。 

・患者発生状況については、東紀州を除き、県内の各地域で差はなくなってきている。 

・年代別の感染割合はほぼ横ばいで推移している。 

・病床使用率は 50％まで上がっているが、重症者用病床使用率は５％台となっている。 

・入院患者の多くは高齢者が占めている。 

 

〇三重県ＢＡ．５対策強化宣言 

（事務局） 

・感染者数は減少がみられるが、病床使用率が高い水準で推移しており、医療提供体制への

負荷が継続しているため、≪三重県ＢＡ．５対策強化宣言≫が９月 11日（日）まで延長さ

れた。 

・これまでの強化宣言との変更点として以下のことがあげられる。 

‣高齢者や基礎疾患をお持ちの方やその同居家族については感染リスクに注意して行動し

ていただきたいこと。 

‣医療機関の適切な受診について、検査・診断目的での救急外来や救急車の利用は控え、真

に必要な場合にのみ利用していただく。症状が軽く重症化リスクが低い方は抗原定性検

査キットを活用し、陽性を登録していただくこと。 

‣告示後の運用開始となりますが、医療機関等の負担軽減のため、発生届の提出は重症化リ

スクの高い方に限定。対象とならない方は県独自システムで情報を把握されること。 

 

〇その他 

・県が９月９日（金）から感染者の全数把握を見直すことにより、市では感染者の把握がで

きなくなる。そのため、自宅療養者の食料等支援につきまして、陽性と判明した人の食料

等支援は県の事業に移行する。しかし、県の方針変更により、必要な方に支援が行き届か

ない場合は柔軟な対応ができるよう、当面は現在の体制を維持する。 

 

〇次回対策本部会議 未定 


